異なる香りによる脳内酸化ヘモグロビン濃度および気分への影響 by 芳賀 三紀子 et al.
昭和大学保健医療学雑誌 第 11 号 2013 
68 
 
原 著 論 文 
 
異なる香りによる脳内酸化ヘモグロビン濃度および気分への影響 
  
芳賀 三紀子 1)、小口 江美子 2)、浅野 和仁 3) 
 
  1)昭和大学保健医療学部看護学科 4年 
2)昭和大学大学院保健医療学研究科 
  3)昭和大学保健医療学部作業療法学科 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
要 旨 
 
香りを嗅ぐことで脳血流にどのような変化が生じるのか、どのような気分変化が起きているのか、近
赤外線分光法（NIRS:near-infrared spectroscopy）を用いて、前頭部から側頭部にかけての脳内酸
化ヘモグロビン（HbO2）濃度を測定し、その変動と気分変化に及ぼす香り刺激の効果を検討した。被
験者は健康な女学生 8 人（平均年齢 21.9 歳）で、使用した香りは、ミルラ、グレープフルーツ、ペ
パーミント、ラベンダーの 4 種類であった。被験者には上記 4 種類の香りを 2分間嗅がせた。香りの
種類の変更に際しては 1分間の休憩をとった。 
ミルラ、グレープフルーツ、ラベンダーの香りを嗅がせたところ、脳内 HbO2濃度が増加したが、ペ
パーミントでは脳内 HbO2濃度は減少した。香り刺激 1分後に被験者の気分をフェイススケールで測定
し、実験終了後に被験者の感想を聴取したところ、脳を使って考えることや強い香りを不快と感じる
ことにより、脳内 HbO2濃度は増加した。 
この結果から香りによる心理効果は脳血流と関連し、また従来より伝えられてきた各香り固有の効
果は、被験者の現在置かれている状況や過去の背景に応じて変化することが示唆された。 
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はじめに 
ハーブとは「人間の生活に役立つ香りのある植
物」と定義されており、ギリシャ、ローマ時代以
前から人々はハーブの香りを心身の癒しに利用
してきた。アロマセラピーという言葉は、20 世
紀前半にフランス人科学者により初めて提唱さ
れ、現在では、「植物の葉、花、果実、樹皮など
から抽出した精油の芳香成分が持つ薬理作用を
利用して、ヒトが本来持っている自然治癒力を高
め、各種疾病の予防や症状の伸展阻止を図ろうと
する療法」と定義され 1)、生活の場においてだけ
でなく、補完・代替療法の一つとして医療や介護
の現場での活用が高まりつつある。 
香りの効用はその作用メカニズムから、香りの
成分が直接細胞に作用して生じる薬理効果と、香
りが嗅覚を介して脳を刺激することで生じる心
理・生理効果の二つに分けて考えることができる。
前者の研究においては、マウスやラットを用いて
分子生物学的な方法や脳神経活動計測、脳内物質
測定などの手法を駆使することが出来る。一方後
者の研究においては、ヒトによる研究が主流とな
るが、ヒトは高度に発達した大脳皮質の影響が大
きく、成長過程で習得した嗜好の影響が表れやす
く、結果が不均一となりがちである。しかしその
反面、被験者自らに主観評価させることが可能で
あり、機器測定などの客観的評価と併用すれば非
常に有効な研究手段となりうるため、古くから伝
承されてきた香りの効用を、科学的な根拠に基づ
いて発展的に有効活用することが可能となる 2)。 
香り刺激が脳機能に及ぼす影響を調べるため
に、我々が用いた非侵襲的な光トポグラフィー装
置（NIRS）は、頭皮上に装着したプローブから近
赤外線を照射し、酸化ヘモグロビン（HbO2）に反
射した赤外線を頭皮上で測定する装置で、被験者
は運動の制御などを受けることなく脳活動に及
ぼす各種刺激の効果を測定できる。また、HBO2
濃度の変化から、間接的ではあるものの脳の活性
化や脳血流に変動も観察できる利点を有し、ベッ
ドサイドで計測できる携帯性から、近年、気分障
害や PTSD などの精神疾患の診断への臨床応用が
活発になっている 3)。 
 我々は、前回、NIRS を用いて脳血流と香りの
嗜好性についての研究報告 4)をしたが、今回は香
りの種類、強度、刺激時間を変えて、香り刺激に
よる脳内 HbO2 濃度の経時的な変動と気分変化を
測定し、脳血流と心理効果についてさらに検討し
た。 
方 法 
1．対象者  
 本研究の対象者は実験協力の承諾を得た 21～
23 歳の女子大学生 8 名(平均年齢：21.9 歳)であ
った。 
2．研究場所と研究期間 
本研究の研究場所は昭和大学保健医療学部 304 
号教室で、研究期間は 2012 年 7～8 月であった。 
3．匂い物質とその選定 
 本実験で使用した香りは、市販のアロマセラピ
ー用エッセンシャルオイルで(Natural Touch 社)、
ミ ル ラ ( 学 名 ： Commiphora  myrrha, Lot 
No.09MA)、グレープフルーツ (学名：Citrus 
paradisi, Lot No.12BA)、ペパーミント(学名：
Mentha piperita,Lot No.12BA)、ラベンダー(学名：
Lavandula angustifolia, Lot No.11AA)の計 4種類で
あった。 
4．HbO2の測定装置と測定方法 
脳内の HbO2濃度の変化を測定する装置として、
日立メディコ社の NIRS(ETG4000)を使用した。脳
波測定の際使用する 10-20法に準じて、Fpz を基
準に 3×11 にプローブを配置したホルダーを前
頭部から両側頭部をカバーするように被験者に
装着した。それぞれのプローブ間の距離は 3cm
で、全 52 チャンネルの領域を測定した。全チャ
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ンネルで正常に近赤外線を受光できることを確
認し実験を開始した 5)。本装置で使用する近赤外
線の波長は 695nmと 830nmの 2波長で、HbO2濃度
変化の測定を 0.1 秒間隔で行い、その結果を
mM-mm として記録・保存した。 
実験は初めの 30 秒間の安静(Quiet)、その後
2 分間のミルラ、1分間の安静（Rest1）、2分間
のグレープフルーツ、1分間の安静（Rest2）、 
2 分間のペパーミント、1 分間の安静（Rest3）、
2 分間のラベンダー、1 分間の安静（Rest4）と
いう流れで行った（図 1）。被験者は各エッセン
シャルオイルの瓶を鼻先から 3～5 センチ離し
て香りを嗅いだ（図 2）。実験中は扇風機を使用
し、窓を開け換気を行った。 
5．気分変化の測定 
各香り刺激開始 60 秒後には、HbO2濃度の測定
と同時に、フェイススケールを用いて、被験者
の気分変化を記録した。フェイススケール上に
は、それぞれの気分を表す顔と説明を 12 時、3
時、6 時、9 時の位置に配置した。12 時の位置
に「ワクワクする（気分が高まる）」という、快
やプラスイメージを表す文字と顔を配置し、3
時の位置に「リラックスする（落ち着く）」とい
う、快やプラスイメージを表す文字と顔を配置
し、6 時の位置に「不安感がある。緊張感があ
る。気分が落ち込む」という、不快やマイナス
イメージを表す文字と顔を配置し、9 時の位置
に「イライラする（嫌悪感がある）」という、不
快やマイナスイメージを表す文字と顔を配置し
た。被験者には実験前にあらかじめ文字と顔の
意味及び実験手順を説明した。香り刺激開始１
分後に、フェイススケールを被験者の顔とほぼ
平行の傾きを保ち 30cm 離して被験者に提示し、
被験者は顔や上腕を殆ど動かさずにフェイスス
ケール上にその時の気分を表す位置を指さした。
加えて実験後には、被験者から各香りに対する
感想を聴取し記録した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 実験の流れとデータ抽出時間 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 香り刺激 
6．統計処理 
 測定された HbO2 濃度の有意差検定には
SPSS15.0J を使用し、Wilcoxonの順位和検定を用
いて評価した。 
7．倫理的配慮 
 被験者に対し、事前に研究の目的・方法、プラ 
イバシーの保護、研究以外に個人のデータを使用 
しないこと等を口頭で説明し、同意を得た後実験 
を行った。 
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結 果 
ミルラ、グレープフルーツ、ペパーミント、ラ
ベンダーの異なる 4種の香り刺激による 
脳内 HbO2 濃度の時間的変動を測定した。各香り
刺激開始前の安静時(quiet)HbO2 濃度を基準値
(0)とし、香り刺激開始 60 秒、90 秒後の HbO2濃
度を測定したところ、8人の平均脳内 HbO2濃度は
ミルラ、グレープフルーツ、ラベンダーにより時
間経過と共に増加傾向を示した（図 3）。一方、
ペパーミントの刺激では時間経過と共に減少傾
向を示した（図 3）。
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図 3 異なる香り刺激による脳内 HbO2濃度の時間的変動 
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図 4 ミルラ（myrrh）とペパーミント（peppermint）による脳内 HbO2濃度の変化 
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図 5 グレープフルーツ（grapefruit）とペパーミント（peppermint）による脳内 HbO2濃度の変化 
 
異なる香り刺激による脳内 HbO2 濃度を
Wilcoxon の順位和検定を用いて統計処理を行い
評価したところ、ミルラによる HbO2 濃度の増加
傾向とペパーミントによる HbO2 濃度の減少傾向
の間には、香り刺激開始 90 秒経過の HbO2濃度に
おいて、有意差(P=0.012)が認められた(図 4)。
またグレープフルーツによる HbO2 の増加傾向と
ペパーミントによる HbO2 濃度の減少傾向の間に
おいても、同じく香り刺激開始 90秒後の HbO2濃
度において有意差(P=0.050)が認められた(図 5)。
香り刺激開始 60 秒経過時点では、異なる香り刺
激による各 HbO2 濃度には有意差は認められなか
った。 
香り刺激 60秒後において HbO2濃度の測定と同
時に、フェイススケールを用いて被験者の気分変
化を測定した（図 6-9）。フェイススケール上の
番号は、その時の気分に該当する顔の位置を指さ
した被験者の番号を表し、カッコ内のプラス(+)
とマイナス(－)の表示は、香り刺激開始時を基準
値(0)として、該当被験者の 60 秒後の脳内 HbO2
濃度の変動の増減を表している。刺激開始 60 秒
後における脳内 HbO2濃度の強弱の程度を、（＋＋） 
≧0.05ｍM-mm＞（＋）≧ 0 ≧（－）≧ -0.05mM-mm  
≧（－－）として表示した。 
図 6 は、ミルラの香り刺激 60 秒後の各被験者
の気分とその時点での HbO2 濃度の増減を表して
いる。被験者 3 人が、「リラックスする」を指さ
し、そのうち 2 人の HbO2濃度は減少（－－2人）
し、1 人はやや増加（＋1 人）していた。他の 5
人の HbO2濃度は増加した（＋＋2 人,＋3人）が、
2 人が「不安感がある、緊張感がある、気分が落
ち込む」の 6 時の位置を指さし、1人はその隣の
5 時の位置を指さした。残りの 2人は「ワクワク
する」の両隣の 11 時、１時の位置を指さした。
つまり、リラックス感を感じた被験者の HbO2 濃
度は減少傾向を示し、不安感、緊張感、落ち込み
感やワクワク感を感じた被験者の HbO2 濃度は増
加傾向を示した。実験後、被験者は、ミルラを「嗅
いだことのない香り」或いは、過去に嗅いだこと
があり「何の香り気になった」と感想を述べた。 
図 7 は、グレープフルーツの香り刺激 60 秒後
の各被験者の気分とその時点での HbO2 濃度の増
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減を表している。被験者 8人全員が、ワクワク感
やリラックス感を感じていることを示した。「リ
ラックスする」と感じた 3人の被験者（--1 人,-1
人,＋＋1 人）とワクワク感側の１時の位置を指
さした１人の被験者（--1人）の HbO2濃度は減少 
傾向を示したが、不安感側に傾く 5 時の位置を指
さした 2 人の被験者の HbO2濃度は増加していた
（＋＋1人,＋1 人）。「ワクワクする」を指さした
2 人の被験者の HbO2濃度は増加（＋＋1 人）と減
少（－－1人）に分かれた。実験後、被験者は「好
きな香りでリラックスした」、「柑橘系が好きなの
で落ち着いた」と感想を述べた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 フェイススケール（ミルラ）：(＋＋)≧0.05ｍM-mm＞(＋)≧ 0 ≧(－)≧ -0.05mM-mm ≧(－－) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 フェイススケール（グレープフルーツ）：(＋＋)≧0.05ｍM-mm＞(＋)≧ 0 ≧(－)≧ -0.05mM-mm ≧(－－) 
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図 8 は、ペパーミントの香り刺激 60 秒後の各
被験者の気分とその時点での HbO2 濃度の増減
を表している。被験者 4人がリラックス感両隣
の１時と４時を指さし、その 4 人の HbO2濃度
は減少していた（－－3人,－1人）。「イライラ
する」を指さした 3 人の被験者の HbO2濃度は
全員増加していた（＋＋2 人,＋1 人）。不安感
を指さした 1 人の被験者の HbO2濃度はやや減
少した（－1 人）。実験後、被験者は「スッキ
リした感じで好き」、「落ち着く」と感想を述べ
た。つまりリラックス感を感じた被験者の HbO2
濃度は減少傾向を示し、イライラ感を感じた被
験者の HbO2濃度は増加傾向を示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 8 フェイススケール（ペパーミント）：(＋＋)≧0.05ｍM-mm＞(＋)≧ 0 ≧(－)≧ -0.05mM-mm ≧(－－) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 9 フェイススケール（ラベンダー）：(＋＋)≧0.05ｍM-mm＞(＋)≧ 0 ≧(－)≧ -0.05mM-mm ≧(－－)
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図 9 は、ラベンダーの香り刺激 60 秒後の各被
験者の気分とその時点での HbO2 濃度の増減を表
している。被験者 4 人が「イライラする」を指さ
し、1人が「不安感、緊張感、落ち込み」を指さ
し、それらの被験者の HbO2 濃度は増加傾向にあ
った（＋＋3人,＋1 人,－1人）。被験者 3人が「リ
ラックスする」、およびその隣の４時を指さし、
それら被験者の HbO2濃度は減少していた（－－1
人,－2人）。つまりイライラ感～不安感を感じた
被験者の HbO2 濃度は増加傾向を示し、リラック
ス感を感じた被験者の HbO2 濃度は減少傾向を示
した。実験後、被験者の多くは、「香りがきつか
った」「香りが強く、鼻に残る」と感想を述べた。 
考 察 
我々は、NIRS による脳血流と香りの嗜好性に
関する研究において、好きな香りと嫌いな香りを
嗅がせ、香り刺激の違いによる脳機能の変化を前
頭葉に近い側頭葉を対象に、当該部位における
HbO2濃度の変動を評価した。被験者を嫌いな香り
に暴露すると HbO2は増加し、好きな香りでは HbO2
濃度に変化は観察されず、その結果は被験者の
快・不快に一致するものであった 4)。その際、香
り刺激を取り除いた後も脳血流に対する効果は
30 秒間以上続くことが予測されたことから、今
回は各香り刺激に曝露する前のウォッシュアウ
トの時間（安静）を 1 分間、香り刺激時間を 2
分間に延長し、さらに香りの種類を増やし、心理
効果と脳血流との関係を前頭葉を中心に評価し
た。 
先行研究において、ミルラの香り刺激により被
験者の脳内 HbO2 値は増加し、その原因として嫌
いな香りである匂いの源からの逃避行動が惹起
され、その結果、前頭葉の一部が活性化されたも
のと考察したが 4)、今回の我々の実験でも、ミル
ラの香り刺激により、被験者 8人の平均脳内 HbO2
濃度は 60秒後には増加し、90秒後にはさらにそ
の傾向が強まった。被験者は、実験中に「何の香
りか気になった」「嗅いだことのない香り」と感
じ、8 人中 5 人の被験者は、香り刺激開始 60 秒
後の気分を表すフェイススケールでは「ワクワク
する（気分が高まる）」や「不安感がある、緊張
感がある」を示すフェイス付近を指さし、それら
の被験者の脳血流は増加していた。8 人中 3 人は
「リラックスする」を指さし、それらの被験者の
脳血流は減少傾向にあった。ミルラは、古代エジ
プトにおいて薫香としても、ミイラの防腐剤とし
ても利用価値が高く珍重がられ、キリストの生誕
を祝う 3人の賢者からの贈り物の 1つでもあった
ように、古来から貴重な樹脂として扱われ、バル
サム系の香りは独特のリラックス感を与えると
いわれてきた 6,7)。またイングリッシュローズに
特徴的なミルラ香は成分 4-methoxy styreneによ
るものと同定されるが、この成分は嗅覚系を介し
て手指の皮膚温を上昇させ、それは交感神経を抑
制した可能性があることが報告されている 8)。こ
のようにミルラの香りはある人には好ましいと
感じられ、鎮静作用があるとされているため、リ
ラックスを感じた一部の被験者の脳血流は減少
したものと考えられる。一方で、香り経験の浅い
20 代前半の学生である被験者の大半は、嗅いだ
ことのない奇異な香り、嫌いな香りとして逃避行
動が惹起され脳血流が増加した可能性が考えら
れる。また加えて、ミルラの香り刺激が何の香り
であるのか考え探ることによっても脳活動が活
発になり脳血流が増加した可能性も無視できず、
全体として脳血流が増加したものと思われる。匂
いに関与した記憶は一次嗅覚野である梨状皮質
に蓄えられることが示唆されており、二次嗅覚野
である眼窩前頭皮質は１分間以上の刺激に対し
て継続して興奮が観察されることから 9)、ミルラ
の香り刺激によりこれら嗅覚野の興奮から脳血
流が増加した可能性が考えられる。 
グレープフルーツの学名の paradici はパラダ
イス（天国、楽園）を語源とし、ストレスの発散
作用や精神賦活作用があり活力を取り戻すとい
われ 1,7)、心理学的尺度による評価では、作業時、
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グレープフルーツの香りにより快適さを感じ、気
分・疲労感を改善させる効果が高いという報告が
ある 10,11)。我々の先行研究では、グレープフルー
ツは、好きな香り・快の香りとしてミルラの香り
刺激により増加した被験者の脳内 HbO2 濃度を減
少させる傾向にあった。しかし今回、被験者 8
人の平均の脳内 HbO2 濃度は増加した。休憩時間
を前回の 30 秒間から 1 分間に延長したので、ミ
ルラの影響はほぼ取り除かれたものと考えられ
る。HbO2の増加にも関わらず、フェイススケール
によると、被験者は実験中にリラックス感を感じ
ており、実験後にもグレープフルーツの香りによ
りリラックスしたと感想を述べている。「リラッ
クスする」と感じた 3人の被験者とワクワク感側
の１時の位置を指さした１人の被験者の HbO2 濃
度は減少傾向を示したが、不安感側に傾く 5時の
位置を指さした 2 人の被験者の HbO2濃度は増加
していた。グレープフルーツには、リフレッシュ
効果に関する報告 10)～12)がある他、マウスにおい
て中枢抑制作用が見られたという報告 13)がある
一方で、グレープフルーツの主成分であるリモネ
ンは、ラットにおいて交感神経活動を促進し、食
物異化作用に関わり、エネルギーを消費する方向
に作用したという報告 14)など、グレープフルー
ツの香りの効果は様々であるため、被験者各個人
が香り刺激を開始する前にどういう気分の状態
であったか、その状態からの脱却や気分転換に働
く可能性が高いと思われる。 
ペパーミントは、中枢興奮作用を有する薬物で
あるカフェインと同様に、マウスの移所運動活性
を増加させ、それはドパミン系を介して交感神経
興奮作用が起こる可能性があるという報告 13)か
ら、中枢興奮作用により脳内 HbO2濃度は増加す
ると予測したが、今回の実験ではペパーミントに
より HbO2 濃度は減少した。フェイススケールに
よると、香り刺激１分後に、リラックス感を感じ
る被験者と、イライラ感を感じる被験者に分かれ
た。そしてリラックス感を感じた被験者の HbO2
濃度は減少傾向を示し、イライラ感を感じた被験
者の HbO2濃度は増加傾向を示し、脳血流は香り
によるストレス度を反映する結果となり、板野ら
の研究 15)を裏付けることが示唆された。疲労回
復時等における香りの効果の研究 12)において、
ミズメザクラは右後頭部(O₂)におけるα波平均
振幅値が安静度より大きく、リラックス効果とし
て期待できる可能性が示唆されている。ミズメザ
クラの精油主成分のサリチル酸メチル（methyl 
2-hydroxybenzoate）は、その鎮痛、抗炎症効果
により湿布薬の成分として用いられるが、その湿
布薬には、痛みによるストレスを清涼感やリラッ
クス感により軽減して鎮痛効果を強めるために、
ペパーミントの主成分であるメントール
（(1R,2S,5R)-5-Methyl-2-(1-methlethyl) 
cyclohexanol)が加えられていることが多い。 
メントールは冷感受容体により受容されて冷た
いような感覚を生じさせ清涼感へと繋がる 13)。
今回の実験において、ペパーミントの主成分であ
るメントールの清涼感は、8 人中 4人の被験者に
リラックス感を感じさせ、被験者 8 人の平均脳血
流の減少はそれを反映したものと考えられる。 
ラベンダーオイルは、アロマセラピーにおいて
は最も知名度と使用頻度の高い精油であり、多く
の研究報告 6,7,13)がある。そのほとんどが鎮静効
果を示唆するものであり、中枢への効果では随伴
性陰性変動の低下 7)が知られており、末梢への効
果では、匂い刺激直後に平均血圧、最低血圧、唾
液アミラーゼ活性が有意に低下し 10)、ラットに
おいて副交感神経活動を促進することを示唆す
る報告 14)や、「落ち着く」・「ゆったりした気分に
なる」などの心理的効果と皮膚血流量の増加、皮
膚電気抵抗値(GSR)、最高血圧の有意な低下に関
する報告 15)などがある。これらの報告からラベ
ンダーの鎮静効果により脳内 HbO2 濃度は減少す
るものと予測したが、今回、ラベンダーの香りに
より HbO2 濃度は増加した。被験者は実験後の感
想で香りが強かったと述べた (5 人/8 人)。ラベ
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ンダーの香りは、10 倍希釈液の匂いでは 10%の人
が快と感じ、85%が不快臭と感じるのに対し、逆
に 25 倍希釈液の匂いでは 32%の人が快と感じ、
21%が不快臭と感じているという報告 17)がある。
香り刺激が強い場合は、リラックス効果が高いと
されるラベンダーの主成分であるリナロールや
酢酸リナリルの香りを感知するのみでなく、ごく
少量含まれる 1.8 シネオールやカンファ―等の
刺激性の香りも嗅細胞が感知した結果、不快な香
りとして脳が判別する可能性もあり、アロマの香
りは刺激の強弱により、その効果や逆の効果をも
たらすと考えられる。今回の実験では、ラベンダ
ーのエッセンシャルオイルの瓶を 5cm 離して嗅
ぐことにより、ラベンダーの香り刺激が強く感じ
られ、不快な香りであると認知したことにより、
逃避行動が惹起されて脳血流が増加した可能性
が考えられる。NIRS を用いて、ラベンダーによ
る脳機能の活性化について研究した報告は数少
なく、その殆どが定性的に測定したもので、その
評価は一定ではない 19,20)。定量的に測定した大久
らの報告 21)によると、ラベンダーにより HbO2濃
度は有意に増加したが、アンケート調査ではスト
レス軽減効果があり、血圧、心拍数、心拍変動に
よる自律神経活動指標には変化がない結果とな
り、解釈が難しいことが示唆される。 
匂いの刺激は嗅細胞で電気的信号に変換され、
嗅球に伝えられた後シナプスを介して二次ニュ
ーロンへと情報が伝達される。二次ニューロンは、
梨状皮質、扁桃体、嗅内野を含む複数の領域から
なる一次嗅覚野へと投射し、そこから二次嗅覚野
である眼窩前頭皮質や生命維持本能を即座に惹
起する大脳辺縁系、大脳皮質に至る経路や、視床
下部に到達して自律神経系、内分泌系、免疫系の
機能に影響する経路などが知られている 9)。二次
嗅覚野である眼窩前頭皮質は、意欲や報酬系との
関連があることや、fMRI により香りの情動と認
知は眼窩前頭葉でなされていることが知られて
おり 18)、香りによる情動の喚起や記憶の想起は
容易であると思われ、それらが脳血流に反映され
る可能性があると考えられる。 
香りの効用は、主に、快の気分による癒しの要
素から生活の中で役立てられ、臨床での応用も試
みられている。しかし近年、カプサイシンやブラ
ックペッパーにより高齢者の嚥下機能が改善す
るという報告 22)や、グレープフルーツやラベン
ダーの香り刺激により高齢者の歩行が安定化し、
タイムアップアンドゴーテストで有意差が認め
られたという報告 23)があり、積極的に香り刺激
を活用して中枢を刺激し、高齢者の低下した運動
機能を高める研究がなされている。パーキンソン
病患者の嗅覚障害は嗅内野皮質、海馬、扁桃体な
ど辺縁系の活動低下によるとされる 18)ことから、
ドパミン補充療法だけではなく、香りや音の刺激
により脳を活性化して感覚統合として運動機能
へ繋げる方法も実用化される可能性がある。今後、
心身を癒す鎮静系の香りのみならず、脳を活性化
する興奮系の香りについても、中枢神経系、末梢
神経系、心理への効果を統合的に研究した上での、
エビデンスに基づいた臨床応用が期待される。 
本実験では、フェイススケールによる測定と実
験後の感想聴取による 2 つの方法で心理効果を
確認したことで、同じ香りであっても快と感じた
被験者の脳血流は減少傾向になり、不快と感じた
被験者の脳血流は増加傾向になることが強く示
唆された。つまり香りの効果は、各人それぞれの
嗜好や体験した背景が各人の受け止め方に影響
を与え、各人へ異なる効果を及ぼすことになる。
また現在おかれている環境の影響により、各人に
異なる心理的効果をもたらし、脳内 HbO2 値に影
響を与えることが示唆された。入院生活や疾患を
抱える状況下では、患者は不安やストレスを感じ
ていることが予測され、患者の嗜好に添う香りの
選択がリラックスやその後の活力や希望などに
つながると考えられるため、アロマを選択する際
には、患者とのコミュニケーションを基盤とする
嗜好への十分な配慮が大切であると思われる。 
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結 論 
香り刺激に対する記憶を探って脳を働かせる
ことや、嗜好に合わない嫌な匂いや強い香り刺激
のストレスにより脳血流は増加する。香りの嗜好
や効果は、被験者のおかれた状況や香り刺激の強
弱に応じて変化する気分に左右され、脳内 HbO2
値の変動に影響を与えることが示唆された。 
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 Abstract 
 
We measured changes in the concentration of oxyhemoglobin(HbO2) and in the impression 
induced by smelling different kind of aroma fragrance in the bilateral prefrontal cortex  of 
healthy 8 volunteers (mean age of 21.9 years old ), using optical topography device (NIRS: 
near-infrared spectroscopy). The aroma fragrance of the essential oil used are myrrha,  
grapefruit, peppermint, and lavender. The presentation time of smelling the bottle of each 
essential oil 3-5cm away from the nose, is 120 seconds respectively, and at the change of the 
aroma fragrance sixty seconds interval was taken.  
As a result, intracranial HbO2 concentration was increased by smelling of myrrh, grapefruit 
and lavender, and decreased by smelling of peppermint. The impression by research subjects 
were measured after one minute of the aroma stimulus using face scale, and asked after the 
experiment about the impression and the preference of those aroma fragrance, finding out 
their intracranial HbO2 concentration was increased through thinking with brain or feeling 
strong aroma unpleasant. 
From this result some possibility that psychological effect with the preference of the aroma 
fragrance makes the cerebral blood flow change, and the impression was changed according 
to the situation they are and/or the background they experienced, was suggested. 
 
Key Words: oxy-hemoglobin(HbO2), near-infrared spectroscopy (NIRS), aroma fragrance, 
 preference, impression 
 
